
牛
に
引
か
れ
て
　

養
光
寺
参
り

7･ 心 、

令
．クヘ心 、

皿 縮 �9可し
圃

⑥
ノ ベ ごｰ-

至

ル

田
中

宿

海

野

宿

｝

ぱ
｀

。
ｊ

瑠
璃
色

に
淀
み
淵
を
な
す
。

山
水

の
一

軸
の
ご
と
し

。

橘
を
渡
て
布
引

観
・
寺
へ
向

か
ふ
。

く
　

１
－

Ｉ－
１

１－

ｌ

ｌ

ご
　

布
引

達
の
南
、
夏
も
冷
た
き
風
穴

一
」一に
　

あ
叱

村
人

、気

法
大
師

に
絲
り

。一一
　
　
ｌ

水
室
と

の
仏
説
あ
り
。

⑥
④

圓
潔
白

十

山

遠

六

十

島

友

追

今

宿

FＪ リ､４.ｔi
二､
上
りｊ ｙ

ヶ]誤 認

...__._..._:J

７

ｔ

 

ｌ

１

’

ｒ

 

”

．

a

 

a

e

‐

J

:

1

1

.

1

ｔ

.

 

’

i

 

”

”

 

”

‐

1

 

‐

9

｡

1

1

￥

S

l

i

‐

‐

:

g

冬

に
池

の
水
を
切
り

出

―
、
こ

の

穴

に
取
り
置
き
、
夏

に
城
主

に
献

上
ず
。
ゆ
ゑ

に
ご
の
地
、
水

と
呼

ば
る
る
。

山
十

に
は
。
冬
も
喊

か
き

温
穴
も

あ
り
。

い
と
不
思
議
を
り
。

上

記
、

諸

圃
追

申
鳥

人

錐
ぶ
り

小

諸
宿
で

評
判

烏
き

禧
ｔ

Ｆ

紹

介
。

反

攻
十

午

（
一

八

二
七
年

）
。

く

め
や
、
明

名
屋

、
つ
今

や
、
つ
た

や
。

田
中
屋

、
巴
屋

と

あ

る
。

今

和

φ

年

三

肩

発

行

版

元

小

諸

宿

脇

本

陣

粂

屋

信
州
小
諸
市
町
｛

ノ
ニ

ノ
ニ

十

満

容
○
二
六
七
二
七

’
タ
ハ
ニ

注

江
戸
時
代
の
中
で
心
変
遷
あ
り
、

様
々
な
年
代
の
精
報

が
入
り
乱
る
こ

と
、
ご
了
解
下
さ
る
ぺ
く
腿
。

●



�ノ　　　　　ｙ小北

諸 困

八 街

景 道

ｘ　　　　　 ／

巳 ）

｜

一一一一
で> �

束

塩

名

田
よ
り

茜

芦

田 �

中J
，

逼 �

束

馬

瀬

口
よ
り

西

大
石

村 �

北

膚
街

道 �

小

諸

藩

の

領

心
享

保
二

茸ヽ

Ｗ

馬
海
？

濁
川
。橘
よ
り

見
る
霊
峰
の
さ
ま
４
大

を
り
常
に
白
き
鰻
主
て
り

．

天
明

大
噴

火
で
は
、

戻

と
鰻

が
天
訃
覆
ひ
、

犬
神

浪
は
利
根
川
。ま
で

も
達

―
村
々

を
叙
み
き
。

追
分
、
小
諸
は

、

４

は
古
き
噴

火
の
火

山

泥
儀

の
上

に
あ
り
。

‐
－

－
‐－
‐

‐

辿

分

４

Z 、ヽぶ こヽ 、

／ ｀ヽぐ ヽ、

柘押

大
和
時
代

、
五

八

六
年
同

山
。
龍
神

仙
説

の
寺
で

春
拝

者
絶
え

ず
。

三
ｔ

塔
、
神

代
杉
、

は

必
見
４

り

。

治
国

μべ゛

加
賀

の
殿
様

に
褒

め
ら

れ

Ｉ

、

み
ご
と

な
私
。

祓

の
表
き

こ

と
龍

の
如
―
。

④

↓

丸

奢

這
４

所

両

全

よ

り

"

※

同

の
宿

と
は

。
休
息

の
た

め

の

宿

に
て
、
茶
屋

、
発

て
は
な

き

旅
龍

、

４

牛

の
宿

の
あ
り

。

中

卜
″
逼リ

欝
Ｉ

/ ｀ヽへ 、、

乙

女
よ
り

一
里
塚
ま
で

の
見

事
を

る
ね

並
木
。

城
の
よ
よ
り
見

ゆ
る

厠
圃

⑤

信
州

の
山
並
み
、

遠
く
広

が
る
。

眺

め
い
と
良
し

。

小
諸
で

て
み
り

や

浅
同
の
山
に

今
朝
も
三
筋
の

蛭
主
っ

小
諸
出
ぬ
け
て

肩
私

ゆ
け
ば
ね

の
露
｜
｡９
 
１
１
９

崖
に
支
っ
布
引
観
音

諸
岡

に
か
く

れ
を
き
布
引

山
釈
善

寺
。

そ
そ
り

主

っ
崖

の
上

の
霊

場
４

れ
ば
、
あ
り

が
た

く
、
春
拝
者
引

き
も
切
ら

ず
。
北
の
名

山
の
白

き
模

様
、
白
布

の
如

―
。
こ

れ
ぞ
名

烏
き
、
ヰ

に
引

か

れ
て
善
光
寺
春
り

の
伝
統

/｀ Ｑヽ 、ヽ

il

匁
キ

ー

圖

團

布

士

見

濾
分
宿
よ
り
北
国
街
道
の
は
Ｕ

ま
る

中

山
違

よ
り

分

か

る
る

脇

往
還
を

れ
ど
、

江
戸

と

越

鍼
訃

っ
な
ぐ

達

と
Ｉ

て

い
と
せ

ち
な

る
達
を
り

。

北

信

越
よ
り

大
名

行

列
、

江
戸
で

貨

幣

と
な

る
佐

渡

の

全
銀

の
運
４
 ｔ
！
’
 １

む

ご

と
を

き

侃

割
を
り

。

一

生
一
濃

は
善
光

寺

へ

と
春

る
人

。

人
や
荷
４

の

往
未

も
年

々

増
え

き
て

、

小

諸
宿

い
よ

い
よ

順

や

か
。な
り

Ｉ

。
岡

束

か
ら

運

ば

れ
ｔ

も

の
、

北

前

船

で

運

ば

れ
Ｉ

洛

の
幸

を

ど

行
き
交

ひ

、
束

信

州

の

産

柘

も

み
な

こ

の
宿

に
集

め
ら

る
。

あ
祁

と
よ

ば

る

る
所

以
を

り

。

≦ 四 回ヶぺ
十

山

這

六

二まぎ　 ￥
こ ぞ　 １

’之 吹,･業 。こ｡,･･４　　
忿

會

④
⑥

順
路
】

木

戸

火

山
泥
儀
を
千

曲
川
。が
刺
り
た

る

高

い
崖
訃
背
鍼

の
守
り

と
し

、
小

諸
城

の
主

っ
。
幾
重

も
の
田
切

の

深

き

谷
に
守
ら
る

る
天

然
の
要

害
。

さ

れ
ば
城
は
宿
場

の
下

に
あ
り

。

こ

の
や
う
な

城
は
他

に
知
ら

ず
。

⑤

圃
㈱
圓

小

諸

宿

よ

り

布

引

達

に

入

り

、

城

の

上

よ

り

眺

む

れ

ば

、

あ

た

か

も

仙

境

に

主

っ

息

ひ

す

。

そ

そ

り

主

っ

崖

を

削

り

１

千

曲

川

。
の

汲

れ

、

Ｓ
１
４
１
｡ａ
ｌ
ｓ
ｊ
４
６
／
。
１

Ｗ

．ｔ
．
．ｒ
。
ｆ

ｏ
　

ｑ

ｇ

●

圖

片 ’　　 ／ Ｃヽへ、

い へ

４

乙

女

/ ｀々 、ヽ州
甲

ノマ ヘ,

八 ぐ ～-

繰

矢
１

４
曲
千

ノ唸 ｙ
．へ 心 、、

田
切
の
崖
線

追

分

よ

り

小

諸

に
至

る
浅

同

根

は

犬

山
泥

汰

に
ぷ

り

咸

る
。

川
。
に

削
ら

れ
Ｉ

崖

が
帚

の

ご

と

く
両

岸

に

連

な

り

て

、

低

地
ｔ
!
 ９
 
｡
ｑ

Ｑ
'

れ
り

。

こ

れ
を

田

切

と

呻

ぶ
。

街

達

は

、

田

切

の
崖

線

を

畿

濃

も

登
り

降
り

Ｑ

ゆ

る

や

か

に

小

諸

宿

へ
と

く

だ

り

ゅ

く
。
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一
宿

場

の
木

戸
｀

ふ
象
、
市
町
に
宿
場
の
人

む

げ

に

い

Ｉ

軋

軋

兌
ど

町

間

ρ

ネ

’ア

。
石 耀に

垣の ．

Ｉ　 蛇

全
て
の
這
に
本
戸
あ
り

暮
れ
六
っ
か
ら
明
け
六

つ
ま
で
周
門
す
。

ま
た
、
武
家
地
は
街
場

ぶ
り
り

と

こ

の

所

に

秦 ．

圈
閉
圈
岡
田

砧

弧
寺
内

戮

神
ｔ

ち

薬
師
磋
　
毎
月
十
二
日
埓
ａ

賤

（

幡

神
？
T
j

＆

％

八
月

一
ａ
（
ｎ

９

９

八

朔
相

撲
　
　
　

）

爾

ｓ
７
供

に
よ

る
本
納

相

撲
。
　

参

あ
″

近
在

よ
り
Ｉ

く
の
人
恥

ふ
、

以

東

聊
出

身
・
雷

電
為

衛
門

も

、
希

４

か

っ
て

こ
の
土
俵

に
奎
り

て
　
　

Ｊ

相

撲

の
遣
を

志
す

。

4
:
宗
４

内

福

徳
稲

荷

。

毎

月

球
６

が
同

か

れ
き

４

慮

院

三
代

将
軍

よ
り

賜
り
Ｉ

三

っ

の
宙

と
下

島
札

あ
り

。
大

名
な

り

と
も

門
前
で

下
ｆ
ｔ

Ｙ

‘
0
￥
4
1
2
 
2
 
1
1

龍

の
ね

あ
り

。

λ

含
寺

徳
川
。
家

凛
公

の
お

母
上
、

伝

通
院

禄

の
菩

提
を
弔

ふ
寺

。

剱
門

は
小
諸

城
の
え
柄

門
を

り

。

べ
払
海

稲

荷

九
月

十
五
日

条
日

¶
嗜
我
鉢

奇

峰
．

へ

升-

／

与

艮
木
戸

へ

一一-?!l

纒qt

小
」
″
家

庄
屋
屋
敷キ

宗

心

寺

－ -

嶋
田
厦 〔

壮

圏

む

か

し

武

田

儒
ｉ

の

家

艮

に

て

、
武

功

主

て

小

山

姓

を

趙

る

。

江

戸

の

は

じ

め

に

屋

敷

訃

建

て

き

。

時

折

藩

主

も

訪

ね

蛤

へ

ば

、
ｇ
 
４
ｔ
'￥
ｇ

、

上

段

の

同

あ

り

、

庭

も

接

判

麗

ｌ

。

代

々

害

主

に

受

け

継

が

れ

（

荒

物

店

）

叫
ａ

・一
十

六

午

小

諸

町

一

筧

春

よ

り

江
戸

の
末

に
烏
祷

平

四
鮮
々

る
豪
あ

が
建
て
Ｉ

屋

敷
に

ぎ 汽
ソ

/ ’゙

て
、
明

治

の
頃

、

嶋

田
屋

が
買

ひ

た

り

。

蹟

貨

、

下
林
を
ど

周
東
一
円

で
手
広
く

あ
ふ
。
裏

に
主
眼
今

庭
と
駄
れ

あ
り
。

本
町
通
り

の
十
央

の

用
水
は
蓋

が
か
け
ら

れ
、
十
七
の
水
汲
み

場
あ
り
。
禧
の
人
為

柄
杓

に
て
こ
の
ホ
を

汲
み
喉
を
洞

ぜ
り
。

一

匝

ぼ

貝

口

匯

㈲

岡

口

家
具
屋

と
し

て
、
幕
末

に
え
て
Ｉ

高
家
。
平

成

に
民
の
憩

い
の
家

と
な

る
。
庭

に
移
さ

れ
た

る

小

諸
城
裁
蔵
、
一
見

の

価

値

あ

り

。1
1
1
1
1
1

口

皆

出

目

〕

江
戸
末
期
に
ま
て
ら
れ
、

搬
ぴ

詣

彗

び

。

（

攘

昌

忖

。臨

れ
た
t
９
 ４‘
'れり
。

酢

久
商

店

（

卜
″
吹

味
噌

）

鴫
ａ

・一
十

ふ（

午

小

甘

町

’
免

４

ぷ

り

へヤ

江
戸
前

獣
の
延
宝

二
午

創
業

。
建

路
は
江
戸
末

獣
の
も
の
を

れ
ど
。
４

ぐ

る
著

械
な

ほ
古
―
。

屋
子
は
祚
屋
λ
Å

衛
門
。

天
明

の
頃

よ
り
味
噌

・

鷺
紬
の
醵
造
訃

行
ひ
て

財
を
な
ｌ

、
小

諸
落

へ

の
貸
全
も
ｊ
ｌ

。
明
蕗

の
の
ち
、
卸

―
業
、
製

卓

拿

も
興
―
、
高
秤

を
牽

引
す
る
豪
あ
と
な
り
Ｉ

。

≒
４

に
は
、
信
州
の
土
産

柘
を
ど
Ｉ

弑

あ
り
。

／
／

ｒ

’／

／

く

し
島

宮

牟

乖
今

町
制
閲

は
延
宝

二
早

発

負
は
江
戸
儀

期
を
想

定

秦
和

に
践
る
征
戸

の
ま

柘

町
歩
き
の
ご
案

内
承
り
ま
す
。

観
光
ガ
イ
ド
儡

会

曹一
う
Ｔ
（
）五
六
八

へ
。

ｊ

岬回ポ述
ぎ

●



成
就
ｔ
（
　
　
　
　
　
　
　

へ
　

励

我
固
時
代
｀
小
諸
城
Ｓ
　

ｌ
｢
O
9
’
１７
４
’

報

詣

で

４

セ

成
就
寺
六
坊
　
　
　
　
　
5
1
a
2

ｖ
Ｉ

成

就
寺
参
迂
に
　
　
　
　

就

寺
　

ψ

・
。

六
坊
ｙ

４

祇
園
宮

健^
達
神
色
　

中
一一一一一『
　

ゴ

六
月
十
三
か
ら
十
五
日

祇
園
祭
。
ｒ

／

の
人
集
ひ
て
。
神
輿
が
町
を
練
り
歩
く
。

さ
さ
ら
踊
り

の
け
列
も
華
’や
か
令
り
。

実
大
寺
　
三
十
番
神
の
祭

毎
月
三
十
ａ
ｙ

鹿
島
神
社
　

九
月
六
日

例
祭

天
王
社

七
月
十
三
日

祇
園
祭
。
十
四
日
は
山
車
が
繰
り

出
―
、
人
々
踊
り
な
が
ら
城
下
を
練
り
多
く
。

本
町
の
市
　

九
、
十
九
、
二
十
九
日

市
町
の
市
　

四
、
十
四
。
二
十
四
日

塩
川
五
右
衛
門
・
庄
屋

江
戸

申
獣
の
ま

秘
に
て
、
代
々
本
町

ｅ

￥
９
’
 ａ
!９
４

務
む
。

幕
末

に
落
主

ぷ
り

叙
砲
・
火
薬

を
あ

づ
か
り
、

の
ち

に
哉
砲
４

と
令
る
。

主
眼
な
三
鄙
屋

続
き

の
座
敷
、
蔵
は
。

家
の
格
式

を

表

す

も

の

な
り

。

蛸
ａ

こ

十

六

筝

小

甘

町
一

筧

表

ぷ
り

口
　

そ
ぱ
七

お
ぱ
ぱ
回
黙
昌
驚

蛸
４

・一

十

六
年

小

諸

町

’
免

表

ぷ
り

み

ご

と
。
平

￥

２

’
 ‘Ｗ
ｉ

を

践

さ

ん

が

た

め
蕎

麦

屋

を

始

め
ｔ

奇

特

を

人

あ
り

。

今

は

息

子

継

げ

り

。

-ノ

戸 ‾

a!

へ

｀ ぺ

2Ｒ

￥
　

ａ
:
Iｓ

爛

ｙ

］

Ｗ

Ｖ

※
江
戸

の
中
期
ま
で

は
本
町

に
も
本
陣
・／

同
屋
と
も
に
あ
り
、
市
町
と
月
ご
と

に
交

代
で

営
み
し

が
、
寛
保
の
供
水
で

浪

れ
た
り
。

以
降
、
施
貧
は
市
町

の
み
と
を
り
Ｉ

が
、

そ
の
鍼
も
同
屋

の
汲
は
両
町
で

分
扨
せ
り
。

城
代
＆
敷

鍋

蓋

廊

．
．４

．
ｊ
。
亀
１

訃

ぶ

白

孔
｀へ

禰
津
廓

本

陣

に
政
ぐ

宿

に
て
、

は
な

れ

に
責

人

が
た

め

の
奥

座

敷

あ
り

。

い
と
あ
て

な

る
ｔ

つ

ら
へ
な
り

。

大

名

行
列

の
折

は
、

ご
家
老

を

ど
誦

ま
り

た
ま

ふ
。

接

客

丁
寧

に
て
、

尚

人
を

ど

に
も
評

判
良

く
、

常

に
賑

は

へ
り

。

責

人

は
Å

の
式
台

よ
り

入

る
。

土
同

λ

は
武

士
、

土
同

右

は

そ

の

他
の

旅
人
を

ら

び

に
荷

跡

の
受

け

渡
―
、

右
端

は
馮

の

口
を
り

。
奥

の
庭

に
厩

あ

旅
龍

の
お
ほ

か
た

が
副
業

を

持
ち

た

れ
ど
、

粂
屋

は

涌
造

り
な

り

。
ぶ
き

井
戸

あ
り

て

涌
う

ま
Ｉ

。

ﾉ:

・
骸

十

小
諸
宿
本
陣

１

１／

参
勤
文
代
の
殿
禄
、
公
家
禄
を
ど

泊
ま
り
た
ま
ふ
。
余
人
は
入
る
こ

と
令
ら
ず
。

入
り

″
に
を
牢
４

る

門
あ
り

。
奥
に
御
殿
の
ご
と
き
妻

入
り

の
屋

敷
あ
り

。

４

・
現
代
で

は
移
築
さ

れ
、
屋
敷

は
大
手
門
公
園
内
に
。
表
門

は
よ

田
の
龍
消
院
に
あ
り
。

小
諸

宿
問

屋
場

街

這

を

行
き

交

ふ
荷

物

を
、

４

宿

場

の
同

屋

場

に

て
受

け

継

ぎ
返

る

。

そ

の
た

め

の
交

代

の
人

馬

用
垂
し

。

つ
ね

に
４

と
人
で

疆

蹟

せ
り

。

寛

保

の
川
。浪

れ
に
て

本

町

の
本

陣

、

同
屋

場

が
浪

さ

れ
、

以

降

は
市

町

の
み
で

営

拿

す
。

本
陣

＆
￥

４

！
 ｉ
'ｔ
 ２
 ８
４
｡
'Ｕ
４

り
Ｉ

蔵

、

今

も
拿

町

に

あ
り

。
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